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平成 22 年 12 月期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成22年11月9日付当社「平成22年12月期 第３四半期決算短信（非連結）」において発表いたし

ました平成22年12月期（平成22年1月1日～平成22年12月31日）の業績予想を下記のとおり修正いたし

ます。 

記 

 

１． 通期業績予想の修正等（平成 22 年 1 月 1 日 ～ 平成 22 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 
 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

前回予想（Ａ） 8,800 1,460 1,520 850 8,957円08銭 

今回修正（Ｂ） 8,720 1,420 1,500 890 9,371円63銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △80 △40 △20 40 － 

増減率 △0.9% △2.7％ △1.3% 4.7% － 

（ご参考） 
前期実績 
（平成21年12月期） 

8,016 1,328 1,423 747 7,796円22銭 

 

２． 修正の理由 

 売上高につきましては、パソコン向けアフィリエイト広告サービスは堅調に推移しましたが、携帯

向けアフィリエイト広告サービスおよび自社媒体運営が対予算比でマイナスとなり、前回予想数値を

下回る見込みとなりました。 

 営業利益につきましては、販売費及び一般管理費はコスト削減により対予算比で減少となりました

が、売上高が前回予想数値を下回ったこと、および粗利益率の高い自社媒体運営が対予算比でマイナ

スとなったことにより、前回予想数値を下回る見込みとなりました。 

 経常利益につきましては、有価証券利息 58 百万円の計上等がありましたが、営業利益が前回予想数

値を下回ったことにより、前回予想数値を下回る見込みとなりました。 

 当期純利益につきましては、予算上見積もっていたソフトウェア除却損等の特別損失の発生が殆ど



 
なく、前回予想数値を上回る見込みとなりました。 

 

（注）上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績は今後の様々

な要因により予想数値と異なる場合がございます。 

以  上 


